


 

はじめに 

 

県では、平成 18 年をピークに飲酒運転事故や飲酒運転違反者は減少していま 

したが、法律による厳罰化が進み飲酒運転に対する社会的非難が高まっている 

にもかかわらず、減少のペースは鈍化しています。 

警察庁の「常習飲酒運転者に講ずべき安全対策に関する調査研究報告書」（平 

成 21 年３月）によると、飲酒運転違反者の 57.6％が再犯者であり、また、飲酒 

運転違反者の 32.2％、再犯者の 40.2％にアルコール依存症の疑いがあるとされ 

ています。 

こうした状況をふまえ、飲酒運転の根絶のためには、公務に携わる者が率先 

して取り組むことはもちろん、県民一人ひとりが飲酒運転は大切な命を奪う重 

大な事故に直結する危険な行為であることを深く認識するとともに、「飲酒運転 

は絶対しない、させない、許さない」という強い自覚を持って取り組まなけれ 

ばなりません。 

このため、平成 25 年７月に、「三重県飲酒運転０
ゼロ

をめざす条例」（以下「条例」 

という。）を施行し、県の責務、県民や事業所の努力といった各主体の役割を 

明らかにして、規範意識の定着と飲酒運転の再発防止という基本方針の下に、 

飲酒運転のない社会づくりを決意したところであり、県、県民等が一致協力し、 

飲酒運転を根絶するための取組を推進していく必要があります。 

この年次報告書は、条例第６条第４項の規定に基づく「第２次三重県飲酒運 

転０
ゼロ

をめざす基本計画」（平成 28 年度～令和２年度）において、県等が行う 

施策の実施状況についてとりまとめ、公表を行うことで県内の飲酒運転の状況 

と飲酒運転根絶に向けた取組を県民の皆さんにより深く理解してもらい、現状 

と課題に対する共通認識を持つことにより、今後の施策へ反映していこうと 

するものです。 

 

（参考）三重県飲酒運転０
ゼロ

をめざす条例（抄） 

第６条第４項 

 知事は、毎年一回、基本計画に基づく施策の実施状況について議会に報告 

するとともに、これを公表しなければならない。 
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飲酒運転の根絶に関連する指導が行われました。 

   (イ) 関係機関・団体が実施する各種の交通安全講習会、イベント等に 

    おいては、飲酒運転の防止についての講習、広報啓発に努めました。 

   イ 免許を取得する若年者に対する飲酒運転防止教育の推進 

     講習実施機関では、運転免許取得時講習、初心運転者講習で、若年者 

に向けた飲酒運転防止教育を実施しました。 

    また、三重県小売酒販組合連合会は県内の大学、短期大学の新入学生 

に対して未成年者飲酒防止・適正飲酒に関する冊子配布による飲酒運転 

防止等の啓発活動を実施しました。 

［課題］ 

将来にわたり飲酒運転の根絶をめざすには、幼少期から発達段階に 

応じた「飲酒とアルコール問題」に関する教育を実施することにより、 

飲酒が身体に及ぼす影響に関する基本的知識の理解・習得と、その後の 

段階的な飲酒運転防止教育の実施により、飲酒運転防止意識を定着して 

いく必要があります。 

 

（３）飲酒運転の再発防止のための措置 

  ア 飲酒運転の再発防止に関する普及啓発活動 

        県に設置した「飲酒運転とアルコール問題相談窓口」では、専門の相 

談員が、飲酒運転違反者及び家族等からの「アルコール依存症に関する 

受診義務」に伴う相談や要望に対して、積極的な情報提供を行いました。 

  イ 飲酒運転の再発防止のための運転者教育の推進 

    警察本部は、取消処分者講習、停止処分者講習において飲酒運転防 

防止教育を実施し、飲酒運転の再発防止のための運転者教育を推進しま 

した。 

  また、講習実施機関の講習指導員に対する研修を行い、講習時におけ 

る飲酒運転防止教育の徹底を図りました。 

［課題］ 

   飲酒運転の再発防止には、違反者本人が「二度としない」という強い 

  自覚を持つことと、家族や周囲の協力で飲酒運転を防止する環境をつくる 

ことが必要です。 

 

（４）飲酒運転違反者の受診義務とアルコール依存症及びその疑いがある者へ

の対策 

ア 飲酒運転違反者に対する受診義務 

  県では、公安委員会から情報提供を受けた飲酒運転違反者に対して、 

 指定医療機関を記載した書面を添付して、毎月受診義務の通知をすると 

 ともに、「飲酒運転とアルコール問題相談窓口」において、飲酒運転違反 

 者や家族からの相談に対して適切な助言指導を行い、受診につなげてき 

 ました。 

  平成 30 年度においては、受診通知（417 件）に対する受診報告数は 
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 そのほか、平成30年の取消処分者講習の飲酒講習受講者260人に対 

して、アルコール・スクリーニングテストを実施し、アルコール 

依存程度を自覚させた飲酒運転防止対策を実施しました。 

（ウ）三重断酒新生会では、県内各地に酒害相談員を配置し、電話相談窓 

口により、アルコール依存症及び飲酒運転に関する相談への対応等、 

酒継続のための酒害についての理解の促進等、医療機関やその他支援 

機関が担えない部分の補完に努めました。 

 

［課題］ 

県が平成28年度に実施した「指定医療機関で受診した飲酒運転違反者 

   の状況調査」の結果から、アルコール依存症の飲酒運転違反者が19％、 

   アルコール依存症の疑いまたはアルコール乱用の飲酒運転違反者が34％ 

と、受診した飲酒運転違反者の約５割にアルコール依存症またはその疑 

いがあることが明らかとなっていることから、早期受診を促して治療に 

つなげることにより、アルコール依存症等からの回復を図ることが飲酒 

運転防止と再発防止に効果が高いと考えられます。 

 そのため、飲酒運転違反者の受診義務については、毎月の通知ととも 

に、飲酒運転違反者や家族からの相談を受け、履行につなげていく必要 

があります。 

さらなる、受診につなげるために、条例の趣旨、アルコール依存症に 

関する正しい知識の普及や受診しやすい環境整備を推進する必要があり 

ます。 

 

 

 

第５ 「第２次三重県飲酒運転０
ゼロ

をめざす基本計画」に基づく今後の取組 

   

１ 規範意識の定着 

（１）飲酒運転防止のための取組 

飲酒運転の根絶のため、四季の交通安全運動、飲酒運転０
ゼロ

をめざす啓発 

事業における飲酒運転０
ゼロ

メッセージの募集活動の他、メディア等を活用 

した広報啓発活動を推進していきます。 

また、「飲酒運転０
ゼロ

をめざす運動」のスローガンを、「STOP!飲酒運転 in 

みえ ～根絶の一歩はあなたの自覚から～」として同スローガンを展開し、 

飲酒運転防止意識の高揚を図ります。 

（２）教育機関等による教育の普及 

将来にわたって飲酒運転の根絶をめざすため、小学校から高等学校、 

また、飲酒を始める時期にある若者が多い大学において、飲酒運転防止教 

育を継続して行われるよう働きかけを行っていきます。 
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２ 飲酒運転の再発防止 

（１）飲酒運転の再発防止のための措置 

飲酒運転違反者に対してアルコール依存症に関する受診促進をするとと 

もに、「飲酒運転とアルコール問題相談窓口」での飲酒運転違反者や家族等 

からの相談に対して、アルコール依存症に関する受診義務の履行を促す 

ほか、飲酒運転防止意識の醸成・定着に向けた適切な助言指導に取り組ん 

でいきます。 

   また、適切な指導を継続して行うよう講習実施機関の講習指導員へ働き 

かけ違反者に対して規範意識の醸成を図ります。 

 

（２）飲酒運転違反者の受診義務とアルコール依存症及び多量飲酒者対策 

   飲酒運転につながるおそれがあるアルコール依存症の早期発見のため、 

  広く県民に対してアルコール依存症に関する正しい知識の普及を図ると 

  ともに、家族や事業所などの周囲の者が適切に対応できるよう対応方法の 

周知に努めてまいります。 

 「飲酒運転とアルコール問題相談窓口」においては、飲酒運転違反者及 

び家族等に対する適切な助言指導で受診義務の履行を促すほか、保健所等 

においては、アルコール依存症に関する相談を受理した場合に、アルコー 

ル専門医療機関との連携により支援を行うことなど、アルコール依存症の 

早期治療へつなげていきます。 

また、受診しやすい環境を整えるため、指定医療機関の追加や、アル 

コール健康障害の正しい知識の普及、理解促進を行うなど、医療機関、 

自助グループ等の関係機関・団体との連携を密にして、広く県民に飲酒 

運転とアルコール関連問題の知識の普及・啓発に努めてまいります。 

 

 

 そのほか、アルコール健康障害対策基本法（平成 26 年６月施行）に 

基づく「三重県アルコール健康障害対策推進計画（平成 29 年３月施行）」 

により、アルコール関連問題の解決・予防に向けて警察本部、市町、医療 

機関、行政機関との連携を図り、総合的かつ計画的な取組を進めていき 

ます。 
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参考資料 

 

 ○ 三重県交通対策協議会 飲酒運転０
ゼロ

をめざす部会の構成 

   「三重県飲酒運転０
ゼロ

をめざす基本計画」に基づき、三重県交通対策協議 

会に設置した「飲酒運転０
ゼロ

をめざす部会」は、下記の推進機関で構成され 

ています。 

番号 推 進 機 関 名 

 

１ 

 

三重県環境生活部くらし・交通安全課 

 

２ 

 

三重県医療保健部健康づくり課 

 

３ 

 

三重県教育委員会事務局保健体育課 

 

４ 

 

三重県警察本部交通部交通企画課 

 

５ 

 

国土交通省中部運輸局三重運輸支局 

 

６ 

 

一般財団法人三重県交通安全協会 

 

７ 

 

一般社団法人三重県自家用自動車協会 

 

８ 

 

一般社団法人三重県安全運転管理協議会 

 

９ 

 

一般社団法人三重県指定自動車教習所協会 

 

10 

 

一般社団法人三重県タクシー協会 

 

11 

 

一般社団法人三重県トラック協会 

 

12 

 

公益社団法人三重県バス協会 

 

13 

 

公益財団法人三重県生活衛生営業指導センター 

 

14 

 

公益社団法人三重断酒新生会 

 

15 

 

三重県小売酒販組合連合会 
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